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1. 造形的な見方・考え方を働かせた深い学び 

1.1. 造形的な見方・考え方を働かせた深い学びとは 

図画工作科の学習において，子どもが「～をつくりたい。」「友達の作品も見てみたい。」という表

現や鑑賞への思いをもち続け，感性や想像力を働かせながら，豊かに表現や鑑賞を行うことを通し

て図画工作科における資質・能力を育てることができると考える。豊かに表現や鑑賞を行うとは，

子どもがただ漠然と活動するのではなく，材料や作品，出来事などを形や色などの造形的な視点で

捉え自分のイメージに生かしたり，作品や材料，出来事のよさや美しさを感じた理由を明らかにし

たりしながら，表現や鑑賞を連続・発展的に行うことであると考える。このような学びを「造形的

な見方・考え方を働かせた深い学び」とし，以下のように定義する。  

子どもが表現や鑑賞への思いをもち，表現や鑑賞活動を通して，感性や想像力を働かせ，対象や

事象を造形的な視点で捉え，よさや美しさを感じた理由を明らかにしながら，さらに造形的な視点

を広く深く捉え，自ら表現や鑑賞を連続・発展的に行う学び  

造形的な見方・考え方とは，学習指導要領解説図画工作科編では「感性や想像力を働かせ，対象

や事象を，形や色などの造形的な視点で捉え，自分のイメージをもちながら意味や価値をつくりだ

すこと」と示されている。上記の「造形的な見方・考え方を働かせた深い学び」の下線部分が，造

形的な見方・考え方を働かせて思考している姿に該当する。この造形的な見方・考え方を基に感性

や知性を融合させながら対象や事象を捉えることができ，図画工作科の資質・能力の育成につなが

ると考える。 

そこで，造形的な見方・考え方を働かせた深い学びを促すために，造形的な見方・考え方を働か

せた思考の様子を表現や鑑賞の場面で整理することで，より具体的な学習指導を行えると考え，こ

れまでの実践も踏まえ，表１のように整理した。 
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鑑賞する際には，例えば，「この作品の方がカラフルだな。」と，色の視点を基に，材料や自他の

表現を比較したり，「友達の車は，色がカラフルで楽しいな。」と，よさや美しさを感じた理由と造

形的な視点を関係付けたりしながら特徴を捉える姿が想定される。  

表現する際には，例えば，「宇宙に行く乗り物だから，星のように金色の模様を車体につけよう。」

と，材料や自他の表現と向き合い，造形的な視点と自分のイメージを関係付けて自分の表現のイメ

ージをより豊かにする姿が想定される。   

このように造形的な見方・考え方を働かせて表現や鑑賞を行うことで，「この材料にはこんなよさ

がある。」「こんな工夫をすると面白い表現ができるな。」と，材料や表現の意味や価値をつくりだす

ことにつながると考える。 

また，造形的な見方・考え方を働かせた深い学びを行う学習過程を表すと，図１のようになる。 

「思いをもつ・見通す」過程において，子どもは参考作品等を基に題材と出合う。その際，これ

までの経験上獲得してきた造形的な視点を基に，感じたことを交流し合い，表したいテーマや題材

のめあてについて話し合い，活動の見通しをもつ。 

「思いを表現する」過程において，造形活動を通して，材料や自他の表現を鑑賞してよさや美し

さを捉えたり，自分のイメージと造形的な視点を関係付けて表現したりする。その際，漠然と感覚

的に理解していた造形的な視点を体験的に理解したり，新たな造形的な視点を理解したりしながら

造形的な視点とイメージを関係付け，イメージを明確化する。そして，このように広く深く捉えた

造形的な視点を基に，さらに高まった表現や鑑賞への思いのもと，表現や鑑賞を繰り返しながらよ

り豊かになったイメージを表現していく。 

「思いを味わう」過程において，これまで捉えてきた造形的な視点を基に互いの表現や作品を鑑

賞し，よさを認め合ったり，活動を振り返ることで，材料や表現などの意味や価値を実感し，自分

の学びや変容を自覚したりする。 

【表１ 表現や鑑賞の場面で造形的な見方・考え方を働かせて思考している様相】 
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2. 造形的な見方・考え方を働かせた深い学びを促す学習指導のポイント 

2.1. 造形的な見方・考え方を働かせた深い学びを促す学習指導  

造形的な見方・考え方を働かせた深い学びを促すために，活動のめあてに着目した。活動のめあ

ては，子どもの問いに含まれる造形活動への意欲や課題意識を基にした思いを具現化したものであ

り，「題材全体や毎時間のめあて」，「一単位時間の中の活動のめあて」がある。このようなめあてを，

造形的な見方・考え方を働かせた深い学びの過程に合わせて，子どもの表現や鑑賞への思いに沿っ

たものにしていくことが大切であると考える。なぜなら，子どもの思いが各過程を通してつながり，

造形的な視点を豊かに捉えながら高まることで，「形や色を工夫してもっとつくってみたい。」や「○

○をつくるには，どんな工夫をすればいいだろう。」といった造形的な見方・考え方を基にした思い

となり，豊かな造形活動の原動力になると考えるからである。  

また，子どもの思考を明確化した昨年度の研究において，造形的な視点を見いださせイメージと

つなげる指導方法が重要であることが明らかになった。造形的な見方・考え方を働かせる際も同様

の思考の流れがあり，これまでの指導方法の充実を図ることは造形的な見方・考え方を働かせた深

い学びを実現するための有効な指導方法であると考える。   

そこで以下を学習指導のポイントとして設定する。 

１ 表現や鑑賞への思いがつながり，高まる活動のめあての設定  

２ 造形的な視点を見いださせ，自分のイメージとつなげる指導方法の充実  

 

2.2. 表現や鑑賞への思いがつながり，高まる活動のめあての設定の基本的な考え方  

表現や鑑賞への思いは，各学習過程での材料や表現といった対象や事象との出合いやそれらに直

接働きかけることによって生まれるものである。その際，子どもが，造形的な視点を捉え，造形的

な見方・考え方を働かせながら表現方法などを思考し，表現や鑑賞への思いをさらにつなぎ，高め

ていく必要がある。 

そこで，表現や鑑賞への思いを基に，造形的な見方・考え方を働かせた深い学びを実現するため

【図１ 造形的な見方・考え方を働かせた深い学びをする子どもの姿】 
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に，「活動のめあて」を，以下の観点で設定する。その際，題材で育む資質・能力を，発達の段階や

系統性などから明確にしておく。 

① 見いだされる造形的な視点の設定 

題材に含まれる造形的な価値や題材で育む資質・能力を基に，参考作品や材料，用具・場所

などの対象や事象から見いだされる造形的な視点を設定し，整理する。  

② 造形的な見方・考え方を働かせた子どもの思考の具体化  

前頁図１の「造形的な見方・考え方を働かせた深い学びをする子どもの姿」に沿って，題材

の内容を関連させながら，各学習過程での表現や鑑賞場面における造形的な見方・考え方を働

かせた子どもの思考を具体化する。 

③ 各学習過程で生まれる子どもの思いの想定 

①・②を基に，表現や鑑賞を通して生まれる子どもの思いを想定する。そして，子どもの思

いがつながり，高まる活動のめあてを見いだす。 

具体的には，「～をつくろう。」といった自分の思いやイメージを表現しようとする思いがつなが

り，高まる活動のめあてや，「～を工夫するにはどうすればいいか。」といった表現する際に見いだ

した課題を追求しようとする思いがつながり，高まる活動のめあてが考えられる。  

また，実際の授業において，子どもが必要感をもって活動のめあてを認識できるようにするため

に，「参考作品の提示」や「発問」，「試しの活動の場の設定」などを通して，子どもの表現や鑑賞へ

の思いを引き出しながら活動のめあてを設定していく。  

 

2.3. 表現や鑑賞への思いがつながり，高まる活動のめあての設定の具体例 

第１学年「ころころころがれ」（転がるものをつくり，装飾する工作の題材）における，表現や鑑

賞への思いがつながり，高まる活動のめあての設定について一例を示す。  
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【図２ 表現や鑑賞への思いがつながり，高まる活動のめあての設定の具体例】 
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【題材で育む資質・能力】 

形や色などを工夫しながら転がす楽しさに気付き，進んで製作することを通して，転

がる動きから，形や色，模様，組合せといった造形的な視点を基に，楽しく飾る工夫を

思い付いたり，転がる動きによってうまれる造形的なよさや楽しさに気付いたりしなが

ら，自分の思いに合わせてつくることができる。※太字は，本題材の中心となる資質・能力 

① 

② 

③ 

【各学習過程における活動のめあての設定】 

【第２時のめあて】 
どこをどのように，飾

り付けを工夫しようか
な。 

【第３・４時のめあて】 
もっとにぎやかにする

ための工夫は？ 

【第５・６時のめあて】 
みんなで，「ころころこ

ろりん」で遊ぼう。 

【題材のめあて】 
にぎやかな「ころころ

ころりん」をつくろう。 
【第１時のめあて】 
「ころころころりん」

はどんな仕組みなのか
な。 

 

学習内

容 

◎ 上記の思考の様子は，活動のめあての設定に関する主な思考の様
子を明記している。 

 

 

 

【題材の価値分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

①造形的な

視点 

②子ども

の 思 考

の 具 体

化 

[系統性から] 
題材：お話ぱっくん  
・ 牛乳パックを加工し， 
折り紙等で飾り付ける 
活動。 

・ 形や色を組み合わせる。 

[発達の段階から] 

・ 身近にある材料を生かし，楽しく

操作しながら発想する。 

・ はさみやのりといった道具を使い

加工できるようになる。 

[材料，用具・場所から] 

・ 紙コップや紙皿，加工しやすい折り紙や毛糸，パスを主と 

した材料。 

・ はさみやのりを思いに合わせて活用。 

・ 高低差のある坂を生かした動きを生む場の設定。 

[本題材の主な造形的な視点] 

○ タイヤの形   ○ 模様（折り紙の形・色・大きさ） ○ 組合せ 

※太字は，本題材における中心となる活動のめあ
てや造形的な視点 

③子ども

の思い 
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2.4. 造形的な視点を見いださせ，自分のイメージとつなげる指導方法の充実の基本的な考え方 

これまでの研究において，子どもが造形的な視点を見いだし，自分のイメージとつなげることが

できるように，「発問や板書」「教材，教具，題材名」の工夫といった指導方法を実践してきた。そ

の充実を図る中で，子どもが造形的な見方・考え方を働かせた学びの過程を振り返ることが大切で

あると考えた。なぜなら，学びの過程を振り返ることで，自分の成長やよさ，可能性などに気付き，

次の学習や生活・社会の中の対象とかかわる際も，造形的な見方・考え方を働かせながら主体的に

思考し，創造的に表現することができるようになると考えるからである。 

そこで，造形的な見方・考え方を働かせた学びの過程を振り返らせるために，活動のめあてや工

夫するポイントを視点に振り返らせたり，実際に表現する際にその過程に沿って試行錯誤させたり

して，子どもが学びの過程を自己認識できるようにする。  

 

2.5. 造形的な視点を見いださせ，自分のイメージとつなげる指導方法の充実（学びの過程の振り返

り）の具体例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びの過程の振り返り 

試しに粘土を操作しながら，工夫するポイント（造形的な視点）を見付けたり，自
分のイメージを膨らませたりする学びの過程。 

余分な粘土を準
備し，イメージを
ふくらます際に，
どんな形や大きさ
を工夫できるか考
えられる場を設定
した。 

学びの過程を実感する場 

粘土と遊んで，面白
い形を見付けられた
からだよ。 ～発問を通して～ 

どうして，最初の粘土の塊
が，題材のめあてのように，楽
しい作品に大変身したのかな。 

～試行錯誤の場～ 

学びの
過程 

【図３ 学びの過程を振り返らせるための働きかけの具体例】 


